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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
民
間
有
識
者
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
、
要
望
な
ど
を
広
く
お
聴
き
し
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
・
秘

密
厳
守
で
、
予
約
は
不
要
で
す
の
で
当
日
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
９
月
９
日（
水
）午
前
１０
時
～
正
午

●
場
所　
中
央
公
民
館
１
階　
第
１
研
修
室

●
相
談
委
員　
秋
葉
秀
出
男
氏

�

（
中
山
町
担
当
行
政
相
談
委
員
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

放
置
自
転
車
等
の
撤
去
お
よ
び

保
管
に
つ
い
て

　
「
中
山
町
自
転
車
等
の
放
置
の
防
止
及
び

自
転
車
等
駐
輪
場
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
自
転
車
等
を
撤

去
し
、
保
管
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●‌�

自
転
車
等
が
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所
、
撤

去
・
保
管
し
た
自
転
車
の
台
数

　
・
羽
前
長
崎
駅
東
口

�

自
転
車
等
駐
輪
場　
６
台

　
・
羽
前
長
崎
駅
西
口

�

自
転
車
等
駐
輪
場　
５
台

●
返
還
期
限　
令
和
９
年
１
月
２７
日（
水
）

●�

返
還
方
法　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
４５
分

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
に
総
合
政

策
課
に
て
返
還
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
身

分
証
明
書
、
当
該
自
転
車
等
の
鍵
ほ
か
利

用
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
通
知

が
あ
っ
た
場
合
は
返
還
通
知
書
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

外
出
時
に
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参

し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
ご

み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
３
つ
の
Ｒ

（Reduce 

発
生
抑
制
、Reuse 

再
利
用
、

Recycle 

再
生
利
用
）を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
発
生
抑
制
（
ご
み
の
も
と
に
な
る
も

の
を
買
わ
な
い
、
家
に
持
ち
込
ま
な
い
）
を

優
先
し
て
取
り
組
む
と
効
果
的
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
年
間
生
産
量
は
日
本
全

体
で
６０
万
ト
ン
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

外
出
時
に
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
こ
と
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
使
用
量
を
削
減
し
、
生
産
・

輸
送
の
過
程
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
外
出
時
に
購
入
し
て
い
た
飲
み
物
の
う
ち

半
分
を
マ
イ
ボ
ト
ル
に
変
え
る
だ
け
で
も
、

節
約
や
エ
コ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
み
を
減

ら
す
に
は
、一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
で
す
。

で
き
る
と
き
だ
け
で
も
、
マ
イ
ボ
ト
ル
持
参

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

人
工
透
析
通
院
交
通
費
を

�

助
成
し
ま
す

　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
腎
臓
機
能
に

障
が
い
が
あ
る
方
が
、
人
工
透
析
療
法
を
受

け
る
た
め
医
療
機
関
へ
通
院
す
る
際
の
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
）。

　
令
和
８
年
３
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で

の
通
院
分
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
申

請
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
に
該

当
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
書
類
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1 8.9.18.9.1 ※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。
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令
和
８
年9



※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

家
庭
系
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

　
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
、
家
庭

系
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
対
象
世
帯

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
主
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
申
請

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●‌�

受
付
日
時　
９
月
１
日（
火
）～
１１
日（
金
）

の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
４５
分

●
受
付
場
所　
住
民
税
務
課

�

（
役
場
１
階
④
窓
口
）

●‌�

対
象　
令
和
８
年
７
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
所
が
あ
る
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

⑴‌�

世
帯
員
全
員
の
令
和
７
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
０
円
（
合
計
所
得
金
額
が
１０
万
円

以
下
で
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
を
含

む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
　
①‌�

令
和
８
年
７
月
１
日
に
お
い
て
、
世
帯

全
員
が
満
６５
歳
以
上
の
世
帯

　
②‌�

１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

　
③‌�

Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

方
が
い
る
世
帯

　
④‌�

１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

　
⑤‌�

配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
に
よ
り
、

ひ
と
り
親
と
な
っ
た
方
が
１８
歳
以
下
の

子
（
障
が
い
者
は
２０
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯
、
ま
た
は
両
親
が
い
な

い
状
態
に
あ
る
１８
歳
以
下
の
子
（
障
が

い
者
は
２０
歳
未
満
）
を
扶
養
し
て
い
る

世
帯

※‌�

②
～
④
に
該
当
す
る
場
合
は
手
帳
を
忘
れ

ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑵‌�

生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
世
帯

⑶‌�

「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人

等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
生
活
支
援
給
付

を
受
け
て
い
る
世
帯

※‌�

未
申
告
な
ど
の
場
合
、
申
告
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※‌�

令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

世
帯
に
は
申
請
書
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
、
前
住
所
地
か

ら
所
得
証
明
書
を
取
得
し
、
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

私
立
高
等
学
校
生
徒
の

�

学
費
補
助
に
つ
い
て

　
私
立
高
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●‌�

対
象　
令
和
８
年
６
月
１
日
に
お
い
て
、

私
立
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
が

お
り
、
か
つ
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
保
護

者
な
ど
（
父
母
ま
た
は
そ
の
生
徒
を
扶
養

し
て
い
る
方
）
で
、
左
記
の
事
項
に
該
当

す
る
方

　
①‌�

令
和
８
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
の
保

護
者
な
ど
（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）

　
②‌�

令
和
８
年
度
の
町
民
税
の
う
ち
、
均
等

割
額
（
３
０
０
０
円
）
だ
け
が
課
税
さ

れ
て
い
る
保
護
者
な
ど

　
※‌�

所
得
割
額
が
課
税
さ
れ
て
い
る
保
護
者

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●‌�

補
助
額　
生
徒
１
人
あ
た
り
３
万
円
（
年

額
）

●‌�

申
請
方
法　
関
係
書
類
を
添
付
し
、
９
月

３０
日（
水
）ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
私
立
高
等
学
校
お

よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先
で
配
布
し
て
い
ま

す（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

心
配
ご
と
相
談
所
を

�

開
設
し
ま
す

　
あ
な
た
の
お
悩
み
、
心
配
ご
と
な
ど
を
相

談
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
民
生

委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●‌�

日
時　
９
月
９
日（
水
）

�

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

●‌�

相
談
内
容　
心
配
ご
と
・
人
間
関
係
・
家

族
問
題
・
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

な
ど

●‌�

対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
そ

の
親
族
の
方

●‌�

費
用　
無
料

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
社
団
法
人
山
形
県
消
防
設
備
協
会

�

☎
６
２
９
‐
８
４
７
７

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
の

�

お
知
ら
せ

●
日
時

　
・
第
１
種　
１１
月
１０
日（
火
）～
１２
日（
木
）

　
・
第
２
種　
１１
月
１６
日（
月
）～
１８
日（
水
）

●
場
所　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●�

申
込
方
法　
９
月
７
日（
月
）〜
１６
日（
水
）

の
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.fesc.or.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

‌�

山
辺
町
・
中
山
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー�

☎
６
８
７
‐
１
７
２
０

子
育
て
支
援
者
養
成
講
座
の

�

開
催
に
つ
い
て

　
中
山
町
と
山
辺
町
で
は
子
育
て
中
の
方
や

子
育
て
中
の
方
を
応
援
し
た
い
方
を
対
象
と

し
て
、
左
記
に
よ
り
「
子
育
て
支
援
者
養
成

講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
講
座
受
講
後
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
会

員
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時　
１０
月
２８
日（
水
）～
１１
月
１７
日（
火
）

の
う
ち
９
日
間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

３
時
前
後 （
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●�

場
所　
山
辺
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
輝

ら
り
や
ま
の
べ
」（
東
村
山
郡
山
辺
町
大

字
大
塚
８
３
６
‐
１
）

●�

内
容　
保
育
の
心
、
子
ど
も
の
発
育
と
病

気
、
栄
養
と
食
生
活
、
子
ど
も
の
世
話
や

遊
び
な
ど
、
多
方
面
か
ら
学
び
ま
す
。
講

師
は
、
小
児
科
医
や
保
育
士
、
栄
養
士
、

心
理
の
専
門
家
の
方
々
で
す
。
ま
た
、
講

義
だ
け
で
な
く
、
手
遊
び
な
ど
の
楽
し
い

実
技
も
あ
り
ま
す
。

●‌�

対
象　
子
育
て
中
の
方
を
応
援
し
た
い
方
、

子
育
て
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
方
や
関
心

の
あ
る
方

●‌�

受
講
費
用　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
２
０
０
円
必

要
で
す
が
、
中
山
町
民
お
よ
び
山
辺
町
民

で
全
課
程
受
講
後
、山
辺
町
・
中
山
町
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
援
助

会
員
と
し
て
活
動
す
る
場
合
は
テ
キ
ス
ト

代
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
１０
月
２１
日（
水
）

●�

申
込
方
法　
上
記
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）。

※�

日
程
や
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部 

総
務
課

�

☎
６
４
１
‐
１
３
５
３

日
本
赤
十
字
社

�

職
員
募
集
に
つ
い
て

　
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
で
は
、
令
和

９
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
す
る
職
員
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
期
限　
９
月
１８
日（
金
）必
着

●
募
集
職
種　
一
般
事
務
職
、
看
護
師
職

●
採
用
予
定
人
数　
各
若
干
名

●‌�

申
込
方
法　
詳
細
は
、
日
本
赤
十
字
社
山　

形
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

‌�

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
中

央
公
民
館
内
）�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
に

�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
で
は
、「
踊
り
」
や

「
演
奏
」
な
ど
の
発
表
・
披
露
、
創
作
作
品

な
ど
の
展
示
、
農
産
物
な
ど
の
販
売
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、

日
ご
ろ
の
活
動
や
手
作
り
作
品
を
披
露
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●‌�

日
時　
１１
月
２２
日（
日
）

　
午
前
９
時
開
場
～
午
後
３
時
30
分（
予
定
）

●
場
所　
中
央
公
民
館

●‌�
参
加
資
格　
町
内
在
住
ま
た
は
町
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
個
人
や
団
体
の
方

　

‌�

女
性
も
男
性
も
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
歓

迎
※‌�

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●‌�

申
込
期
限　
９
月
１８
日（
金
）

中山町・山辺町で認知症カフェを合同開催します
　毎月開催しているオレンジカフェ「ひだまり」について、初めて山辺町の認知症カフェ「きらりカフェ」
と合同で開催します。みんなが気軽に立ち寄れる「つながり」と「きっかけ」ができる新しい場所です。
●日　時　９月３０日（水） 午後１時３０分～３時　　●場　所　中山町中央公民館　大ホール
●‌�内　容　認知症のはじまりについて考えよう！～知ることが支えることへの第一歩～
　　　　　‌�当事者の講演会や、参加者同士の交流を通じて、認知症に気付くポイントや対応について一緒

に考えてみませんか？
●�講　師　やまがた共生オレンジ大使（認知症希望大使）　及川昌秀 氏・及川靜江 氏（家族）
●‌�対　象　認知症の方やご家族、認知症に関心のある方どなたでも
●参加費　無料　　●�申込締切　９月２４日（木）
※�事前に申し込みが必要です。お問い合わせ先までお電話ください。

※お申込み・お問い合わせ先　健康福祉課福祉介護Ｇ　☎６６２－２４５６
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「令和８年熊本地震義援金」の
募集について

※義援金のみの受付となります。救援物資・物品は取り扱いません。
※この義援金は、税制優遇措置の適用対象となります。

熊本県共同募金会による募金

●現金書留による義援金の送付
　　現在準備中です。
●義援金の税制上の取り扱い
　‌‌�　この義援金は、税制優遇措置の適用対象となります。
　‌�　確定申告に際しては、金融機関で受け取る振込金受領証等に、熊本県共同募金会による義援
金募集要綱を添えてご提出ください。
　‌‌�　なお、領収書がなくても税制上の優遇措置を受けることが可能です。
●義援金の配分
　‌‌�　熊本県共同募金会に寄せられた義援金は、熊本県、日本赤十字社熊本県支部、熊本県共同募
金会等で構成される義援金配分委員会において配分が決定され、被災地の市町村を通して、被
災者へ配分されます。

　なお、当社会福祉協議会（山形県共同募金会中山町共同募金委員会）でも義援金を受け付けま
す。詳しくはお問い合わせください。

●義援金の名称　令和８年熊本地震義援金　　　●募集期間　令和８年１０月３０日（金）まで
●送金指定口座

レイワハチネンクマモトジシンギエンキン

※‌�上記以外の金融機関からの振込や、ＡＴＭ、インターネットバンキング等を利用する場合の振
込手数料は有料になります。

金融機関 支店名 口座番号 口座名義

肥
ヒ ゴ
後銀行 水

スイドウチョウ
道町支店 （普）２７８７０６１ 令

レイワハチネンクマモトジシンギエンキン
和８年熊本地震義援金　　　

社
（ フ ク ）
会福祉法人熊

クマモトケンキョウドウボキンカイ
本県共同募金会

・窓口からの手数料は無料となります。

熊
クマモト
本銀行 本店営業部 （普）３２４８２１３ 令

レイワハチネンクマモトジシンギエンキン
和８年熊本地震義援金　　　

社
（ フ ク ）
会福祉法人熊

クマモトケンキョウドウボキンカイ
本県共同募金会

・窓口からの手数料は無料となります。

ゆうちょ銀行 ００９５０－６－３２６６８２ 熊
クマモトケンキョウボ
本県共募　　　　　　　　

令
レイワハチネンクマモトジシンサイガイギエンキン
和８年熊本地震災害義援金

・窓口からの手数料は無料となります。

※お問い合わせ先　（福）中山町社会福祉協議会　☎６６２－４３６１
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令和８年熊本地震災害により被災した
方々への義援金を受け付けています

社会生活基本調査が実施されます
　総務省統計局では、１０月２０日現在で社会生活基本調査を実施します。
　この調査は、わたしたちが１日のうちどのくらいの時間を仕事、家事、地域での活動などに費
やしているかということや、過去１年間の自由時間にどのような活動を行ったかについて調査し、
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進、少子高齢化対策などの政策に必要な基
礎資料を得ることを目的として実施します。
　１０月上旬から中旬にかけて、調査員が調査をお願いする世帯に伺いますので、調査の趣旨をご
理解いただき、ご回答をお願いいたします。
　なお、「社会生活基本調査」をよそおった不審な訪問者や不審な電話・電子メールなどにご注
意ください。また、金銭を要求したりすることは絶対にありません。
　調査員は必ず「調査員証」を身に着けているほか、調査名が入った『下敷き』および『手提げ
袋』を携帯しておりますのでご確認ください。

※払込取扱票の口座名義欄への記載は、上記口座名義略称でも取り扱い可能です。
※窓口で振替の手続きをした場合のみ、振込手数料は免除されます。
※‌�この義援金は税制優遇措置の対象となりますので、受領証の発行を希望の場合は、通信欄に「受
領証希望」と記載してください。

●受付期間　令和８年１０月３０日（金）まで

●募金箱の設置
　・役場１階会計室窓口
　・保健福祉センター内健康福祉課窓口
　・中央公民館窓口
　・町立図書館ほんわ館カウンター前
※�この義援金は税制優遇措置の対象となりますので、現金での義援金を希望の方で受領証が必要
な場合は、健康福祉課（保健福祉センター内）に義援金をお持ちください。

●郵便局窓口での郵便振替による直接送金の場合

口座記号番号 ００１９０−３−６０５９５６

口座加入者名 日赤令和８年熊本地震災害義援金

口座名義略称 日赤Ｒ８熊本地震義援金

※お問い合わせ先　総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２２２３

※お問い合わせ先　
　日本赤十字社山形県支部中山町分区（健康福祉課福祉介護Ｇ内）　☎６６２－２６７３
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※お問い合わせ先
　○立谷川リサイクルセンター　　 ☎６８７－２０４０　月～金 ９：００～１７：００（祝日除く）
　○エネルギー回収施設（立谷川）　☎６８６－６０２５　月～金 ９：００～１７：００（祝日除く）
　○エネルギー回収施設（川口）　　☎６７２－２７１１　月～金 ９：００～１７：００（祝日除く）

　山形広域環境事務組合では、リチウムイオン電池による火災を防止する対策として、次の施設
で充電式家電製品およびリチウムイオン電池の無料回収を実施します。
●開始日時　９月１日（火）から
●回収場所・受付時間

施　設　名 回　収　場　所 受　付　時　間

立谷川リサイクルセンター 計量所
（有料ごみ精算後手渡し）

月～金　９：００～１６：００
土　　　９：００～１２：００

年末年始除く

エネルギー回収施設（立谷川） 計量所
（有料ごみ精算後手渡し）

月～金　９：００～１６：００
土　　　９：００～１２：００

年末年始除く
エネルギー回収施設（川口） 見学者用エントランス

（回収用容器設置）
９：００～１７：００

水曜・年末年始を除く

●回収対象　電池を取り外せない充電式家電製品※およびリチウムイオン電池（注）
　※具体例：‌�モバイルバッテリー、電子タバコ、電動歯ブラシ、電気シェーバー、ハンディファ

ン、スマートフォン、コードレス掃除機等
　（注）リチウムイオン電池のみの場合は１回あたり５本まで、ニッカド電池・ニッケル水素電池は対象外。
●搬入時の注意点　各施設に持ち込む際は、下記の事項を遵守してください。
　①充電式家電製品およびリチウムイオン電池のみをビニール袋等でまとめて持ち込むこと
　②端子部はビニールテープ等で覆うこと
　③他のごみと一緒に持ち込む場合は、先にごみを搬入し精算後に利用すること
　④搬入に際しては、係員の指示に従うこと
　⑤一般的な乾電池および家電製品は対象外
　⑥会社や店舗等の事業活動で使用したものは対象外
　（本人および住所等を確認するため、身分証明書等の提示を求める場合があります。）
●その他　不明な点等がございましたら各施設にお問い合わせください。

充電式家電製品およびリチウムイオン電池の
無料回収を実施します

　総務省では全国一斉に「行政相談月間」を設けています。行政の仕事やサービス、各種制度手
続きなどについて困りごとや、意見・要望がありましたらご相談ください。
①中山町の定例行政相談所
　●日時　毎月第２水曜日　午前１０時～正午
　※詳細は、毎月１日発行のお知らせ版をご覧ください。
　※‌�１０月のみ第２水曜日は開催せず、２８日（水）の「町合同相談所」にて町行政相談委員が行政相
談を受け付けます。

②パネル展示
　‌�　町では、１０月１日（木）〜９日（金）まで町立図書館ほんわ館ギャラリーにて、行政相談に関す
るパネルを展示します。ぜひご来場ください。

※お問い合わせ先・予約受付　総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２１１１

９９月月１１日（火）～日（火）～１０１０月月３１３１日（土）は日（土）は行政相談月間行政相談月間ですです
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※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

※お問い合わせ先　県村山総合支庁建設部建設総務課行政係　☎６２１－８１８７

ハンセン病元患者のご家族に対する補償金制度について

屋外広告物の点検と規制について

＜補償金に関するお問い合わせ先＞
厚生労働省補償金相談窓口：☎０３－３５９５－２２６２

○‌�この補償金は、国が誤った隔離政策により、元患者のご家族の皆さまに多大の苦痛と苦難を強い
てきたことを心からお詫びし、その精神的苦痛を慰謝するためのものです。
○‌�秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談ください。不安なお気持ちやご質問にも丁寧に
答えます。

対
　
象
　
者

（ア）配偶者（事実婚も含む）　　（イ）親、子
（ウ）親・子の配偶者および配偶者の親・子等

補償金額
１８０万円

（エ）兄弟姉妹　　（オ）祖父母・孫
（カ）祖父母・兄弟姉妹・孫の配偶者および配偶者の祖父母・兄弟姉妹・孫等
（キ）曾祖父母、ひ孫、おじ、おば、おい、めい

補償金額
１３０万円

受付時間　１０：００～１６：００（土日祝日、年末年始を除く。）

ハンセン病元患者のご家族の方へ ～対象となる方々に、「補償金」を支給します～

請求期限は、令和１１年（２０２９年）１１月２１日まで

ＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）の接種はお済みですか？
　ＨＰＶワクチンは、子宮頸がんの原因となるウイルスの感染を予防するワクチンです。定期接種
の対象者は小学６年生から高校１年生相当の女性であり、町では、標準的な接種時期（中学１年生）
に達した方へ４月に「接種のお知らせ」をお送りしています。転入や紛失等でお手元にない場合は、
問い合わせ先へご連絡ください。

　国と山形県では９月を「屋外広告物適正化旬間」と定め、適正管理の意
識啓発を行っています。県内では毎年のように看板の倒壊事故が起きてい
ます。倒壊防止の点検を実施してください。
　また、道路付属物（歩道柵やガードレール）への広告物（のぼり旗等）
の取付は禁止です。
　全ての広告物は県の条例で大きさ等の規制を受けます。設置には許可が
必要な場合がありますので、事前に相談をお願いします。

令和５年 県内の事例
老朽化した看板が強風で
落下し車が破損した

【注意！】高校１年生相当の女性と保護者の方へ
　公費による接種は、令和９年３月３１日までです。ＨＰＶワクチンの接種
は原則として合計３回で、接種完了までに約６か月かかります。接種を希望
する方は、９月中に接種を開始することをご検討ください。

詳細については、町公式ホームページをご覧ください

▲
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【
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会

�

（
全
国
大
会
予
選
）の
開
催
】

①
山
形
県
青
少
年
育
成
県
民
会
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☎
６
３

０
‐
２
７
２
７
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火
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１
時
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③
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学
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ン
タ
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「
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形
市
緑
町
）　
④
山

形
県
内
の
中
学
生
た
ち
が
、
自
分
の
思
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や
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言
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熱
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語
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す
。
次
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担
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学
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拓
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が
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ま
っ
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い
ま
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。
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⑦
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①
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ルfuse0323@

gm
ail.

com

）　
②
９
月
２７
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
４
時　
③
す
ぱ
ー
く
中
山
お
よ
び
野

外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場　
⑥
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円（
１
人
５
０
０
円
）　
⑦
９
月
１５
日（
火
）

●
●
●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先
　
②
と
き

③
と
こ
ろ
　
④
内
容
　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用
　
⑦
申
込
方
法
　
⑧
そ
の
他

ま
で
に
①
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必
要

事
項（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
）を
お
伺
い
し
ま
す
。
⑧
持
ち
物
：
昼
食　

※
主
催
者
・
主
管
者
は
傷
害
、
紛
失
、
そ
の

他
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

【
季
節
の
和
菓
子
と
楽
し
む
茶
道
体
験
教
室

�

参
加
者
募
集
し
ま
す
】

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
６
４
‐
２
０
６
５
）　

②
１０
月
４

（
日
）・
１１（
日
）・
２５
日（
日
）全
３
回　
午
後

２
時
～
３
時（
１
時
間
）　

③
中
央
公
民
館　

④
茶
道
の
基
本
作
法
や
礼
儀
、
お
菓
子
や
お

茶
の
い
た
だ
き
方
を
学
び
、
自
分
で
抹
茶
を

点
て
る
体
験
教
室
で
す
。
季
節
の
和
菓
子
を

楽
し
み
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し

み
ま
す
。
学
校
茶
道
指
導
者（
流
派
・
裏
千

家
）が
基
本
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
⑤
１０
名（
小
学
４
年
生
～
高
校
生
・

親
子
参
加
可
）　

⑥
１
人
あ
た
り
４
５
０
０

円（
３
回
分
）※
親
子
で
参
加
さ
れ
る
場
合

は
、
保
護
者
の
方
も
参
加
費
を
い
た
だ
き
ま

す
。
⑦
９
月
２６
日（
土
）ま
で
参
加
費
を
添
え

て
、
総
合
体
育
館
内
ク
ラ
ブ
事
務
所
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

�

「
お
し
ご
と
マ
ル
シ
ェ
」】

①
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社（
☎
６
７
３

‐
０
５
１
５
）　

②
１０
月
１
日（
木
）　
午
後

１
時
３０
分
～
４
時
３０
分　
③
山
形
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ
２
階
交
流
サ
ロ
ン　
④
女
性
雇
用
に

前
向
き
な
企
業
２０
社
が
出
展
す
る
合
同
企
業

説
明
会
で
す
。
会
社
の
事
業
内
容
や
お
仕
事

の
内
容
な
ど
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
⑤
山
形
で
働
き
た
い
お
お
む
ね
２０
歳
～

５０
歳
の
女
性
の
方　
⑥
無
料

【「
２
０
２
６
ふ
れ
あ
い
合
同
面
接
会
」
を

�

開
催
し
ま
す
】

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
形　
専
門
援
助
部
門

（
☎
６
８
４
‐
１
５
２
１
）　

②
９
月
２９
日

（
火
）午
後
１
時
～
４
時（
受
付
は
午
後
０
時

３０
分
～
）　
③
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　
⑤

「
障
が
い
者
手
帳
」を
所
持
し
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
山
形
・
村
山
・
寒
河
江
管
内
に
就
職
を
希

望
す
る
方　
⑧
参
加
企
業
は
障
が
い
者
雇
用

に
理
解
の
あ
る
企
業
５５
社
を
予
定

スマホよろず相談所を開催します
無料 予約

不要　下記の日程でスマホよろず相談所を開設します。スマートフォンで
分からないこと、お悩みなど、お気軽にご相談ください。

※お問い合わせ先　総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２２２３

●期日　４日（金）・７日（月）・１１日（金）・１４日（月）・１８日（金）・２５日（金）・
　　　　２８日（月）・３０日（水）
●時間　午後１時～２時　　●場所　旧情報・物産館　まるっと
●講師　ピースデザイン工房　髙橋　圭哉 氏　☎０８０-６０３０-５７５４

９月の
開催予定
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　９月１０日（木）から１６日（水）の一週間は、自殺対策基本法に基づく「自殺予防週間」です。国内の自殺者数
は近年減少傾向にあり、令和７年において、男性は２年連続の減少、女性は３年連続の減少となりましたが、
小中高生の自殺者数は増加しており、統計のある１９８０年以降で最多となっています＊１。また、日本の自殺
死亡率＊２は先進国の中で高い状況にあり、社会全体で自殺予防に取り組んでいくことが求められています。
� （＊１ 厚生労働省「令和７年中における自殺の状況」　＊２ 自殺死亡率…人口１０万人あたりの自殺者数）

【自殺から大切な人を守るために】
●変化に気付き、声をかける　　●本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける（否定しない）
●相談窓口などの支援先につなげる（下記参照）　　●温かく寄り添いながら見守る

【県精神保健福祉センター　自殺予防週間の取り組みについて】
●こころの健康相談統一ダイヤル…☎０

お こ な お う
５７０－０

まもろうよ
６４－５

こ こ ろ
５６（全国共通）

　自殺予防週間中（９月１０日～１６日）は相談時間を拡充し、土・日曜、祝日を含めて相談を受け付けます。
　○相談時間　午前９時～午後５時　※通常の相談時間は平日の午前９時～正午、午後１時～５時です。
　　　　　　　「心の健康相談ダイヤル」（☎６３１－７０６０）からも相談が可能です。
●自死遺族相談・自死遺族の集い
　大切な人を自死で亡くされた方が安心して語れる場所として、精神科医師や保健師による「個別相談（要
予約」や、身近な人・大切な人を自死で亡くした方々が思いを語り、わかちあう場として「自死遺族のつ
どい」（月１回）を開催しています。詳しくは県精神保健福祉センター（☎６７４－０１３９）にお問い
合わせください。

【その他　相談窓口】
●精神保健福祉相談（村山保健所）……☎６２７－１１８４（予約制個別相談・無料）
　精神科医師による相談です。開催月により会場が異なりますので、事前にお問い合わせください。
●こころの健康相談（町健康福祉課）…☎６６２－２８３６（年６回・予約制個別相談・無料）
　精神保健福祉士または精神保健相談員が相談に応じます。次回相談日は９月１１日（金）です（相談希望の
方は９月３日（木）までに電話でご予約ください。なお、保健師による相談は随時受け付けています）。

　町ではスポーツの競技成績が優秀な個人または団体に対し、激励金を交付しています。令和８年度中に
スポーツ大会などにおいて下記の要件に該当する方で、激励金の交付を希望される方は所定の申請書様式
に必要事項を記入し、教育課生涯学習Ｇへ提出してください。

※‌�申請書は教育課生涯学習Ｇまたは総合体育館で配布しています。
※‌�申請書のほか、添付書類として大会要項および大会出場がわかる書類（予選会の結果や大会への出場推
薦書など）を提出してください。
※‌�大会の主催者などによっては該当しない場合がありますので、詳細は町公式ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。

②対象　個人：町内に在住する方または学校に在学中で町内に帰省地がある方
　　　　　　　→本人（未成年を除く）、保護者または同居する親族が申請を行ってください。
　　　　団体：町内に活動の拠点を置き、かつ、構成員の半数以上が町内に居住する者で組織する団体
　　　　　　　→団体の代表者が申請を行ってください。

①県大会などの予選会を経て、東北大会または全国大会に出場する（した）方（団体）
区　　　分 個　　　人 団　　　体 団体（スポーツ少年団）
全国大会 １万円／人 ３万円／団体 ３万円／団体
東北大会 ３万円／団体

※提出・お問い合わせ先　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２－２２３５

９月１０日から１６日まで「自殺予防週間」です

中山町スポーツ大会出場選手激励金の申請について中山町スポーツ大会出場選手激励金の申請について
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６
　　　　　　子育て支援Ｇ　☎６６２－２７０５

※日曜・祝日・年末年始の急病時は、山形市休日夜間診療所（山形市香澄町２－９－３９　 ☎６３５－９９５５）も利用できます。

９月１３日 安 藤 医 院 ☎６６２－５５８０ ９月２７日 秋 葉 医 院 ☎６６３－１０００

９月の日曜当番医　午前９時～正午

　　　　　　　　　　　　
　母子健康手帳交付は予約制です。事前に「なかやま子育て応援アプリｂｙ母子モ」から交付申請
情報を入力のうえ、子育て支援Ｇへ電話し母子手帳受け取りの予約を行ってください。
※母子手帳交付にかかる所要時間の短縮および事務効率化のため、
　７月から交付申請を一部電子化しています。
●受付時間：午前９時～午後４時（土曜日・日曜日・祝日を除く）
●所要時間：３０分～１時間程度
●場　　所：保健福祉センター
●持 ち 物：医師が記入した妊娠届出書、マイナンバーカード、
　　　　　　妊婦さん名義の通帳のコピー（口座番号のページ）

母子手帳交付について

アプリは二次元コード
または「母子モ」で
検索してください。

●町内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関に申込票を提出してください。
●‌�町外医療機関希望の場合は健康づくりGに申込票をお届けください（接種券を郵送しますので、
届いたら医療機関に予約を入れてください）。
※転入などで申込票をお持ちでない場合は、健康づくりＧへお問い合わせください。

乳幼児等定期予防接種の申し込みについて

事　業　名 日　時 場　所 対　象　者　等

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん・
骨粗しょう症検診
（健康づくりＧ）

９／１６（水）
会場へ直接行く方は
１３：３０まで
お越しください

●場所　寒河江市西村山郡医師会総合健診センター
●対象　‌�金沢、柳沢地区で次に該当する方（申し込まなかっ

た方で希望する場合は、総合健診センター
　　　　（☎０２３７－８４－０８５１）にご連絡ください）。
・子宮頸がん検診　２０歳以上の女性
・乳がん検診　４０歳以上の女性
・骨粗しょう症検診
　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳の女性
●持ち物　問診票、検診料金、マイナ保険証など
◆‌�詳しくは、令和８年度中山町女性のための単独検診のご案
内をご覧ください（申し込まれた方に送付しています）。

※送迎バス時刻
　西部地区公民館（金沢） １２：３０
　大津商店前 １２：３５
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1火 ■中山町民交通安全行動の日
★お話と遊びの会
●るんるん・はつらつクラス（総合体育館）

2水 ◆総合健診
●いきいきクラス（中央公民館）

3木 ■町議会９月定例会（１１日まで）
★１歳・２歳さんの日

4金 ★育児講座「命を守る家庭の備え」
　　　

5土
6日 ■安全・安心まちづくり町民大会

●いきいきクラス（総合体育館）

7月 □ほんわ館・総合体育館・歴史民俗資料館休館日
◆人間ドック　　　　

8火 ◆定期健康相談
★発育測定と子育てのお話
●るんるん・はつらつクラス（中央公民館）

9水
■行政相談　◆５歳児健診
★ふれあい広場（作ってみようの日）
●いきいきクラス（中央公民館）
○心配ごと相談所

10木 ◆人間ドック

11金 ◆こころの健康相談
　　　

12土 ★子育て支援センター開館日

13日 ■中山すももウォーキング

14月 □ほんわ館・総合体育館・歴史民俗資料館休館日
★子育て支援センター休館日
○ひまわり温泉ゆ・ら・ら休館日　　　　

15火 ■中山町民交通安全行動の日
◆人間ドック　★お話と遊びの会
●るんるん・はつらつクラス（中央公民館）

雑貨品・小型廃家電類
プラスチック類

粗大ごみ
（申込制）スマホ

スマホ

雑貨品・小型廃家電類
プラスチック類

スプレー缶・カセットボンベ
水銀含有ごみ
埋立てごみスマホ

古紙類回収（雑紙・新聞・
雑誌・段ボール・紙パック・
シュレッダー破砕紙）

安藤医院
662-5580
9時〜12時

スマホ

16水 ◆乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診
★ファミサポ登録説明会
●いきいきクラス（中央公民館）

17木 ★赤ちゃんとママの日

18金 　　　

19土 □ほんわ館おはなし会

20日 ●いきいきクラス（中央公民館）

21月 敬老の日

22火 国民の休日　□ほんわ館休館日
●るんるん・はつらつクラス（中央公民館）

23水 秋分の日
●いきいきクラス（中央公民館）

24木 □総合体育館・歴史民俗資料館休館日
◆総合健診

25金 ★汽車に乗ってみよう！
　　　

26土
27日 ■健康講座（保健福祉センター）

■町民ゴルフ大会（山形ゴルフ倶楽部）
●いきいきクラス（中央公民館）

28月 □ほんわ館・総合体育館・歴史民俗資料館
　休館日　　　　

2９火 ◆定期健康相談　◆育児相談
●るんるん・はつらつクラス（中央公民館）

30水
■‌�国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療
保険料（３期）納期限
◆乳児健診　★ふれあい広場（誕生会）
●いきいきクラス（中央公民館）
○法律相談所　　　　

雑貨品・小型廃家電類
プラスチック類

粗大ごみ
（申込制）スマホ

雑貨品・小型廃家電類
プラスチック類

スマホ

古紙類回収（雑紙・新聞・
雑誌・段ボール・紙パック・
シュレッダー破砕紙）

秋葉医院
663-1000
9時〜12時

スマホ

雑貨品・小型廃家電類
プラスチック類

スマホ

まちのカレンダー9月
令和８年 長月／２０２6.September

町税等の納付は便利で確実な口座振替をお勧めします。詳しくは住民税務課税務Ｇへ（ＴＥＬ ６６２-２１１２）

※行事や日曜当番医は変更になる場合がありますので、お知らせ版をよくご覧になってください。
※ペットボトルは捨てる前に中をすすぎ、キャップとラベルを取り、素材ごとに分別しましょう。
【９月２１日（月）・２２日（火）・２３日（水）は祝日ですが、通常どおりごみの収集をします。】

その他のごみ収集日

※リチウムイオン電池は「水銀含有ごみ」へ！　※ごみ収集作業中の車両には近付かないでください！

地　　　　区　　　　名 ペットボトル もやせるごみ ビン・カン
（資源物）

達磨寺全区・向新田・新田町全区・上町・新町・元町・中町・西小路
梅ヶ枝町全区・西町・南小路・土橋全区・岡全区・小塩全区

９月１１日（金）
９月２５日（金） 月・木曜日 火曜日

柳町・旭町全区・中原団地・広瀬団地・川端・下川・桜町全区・北小路
三軒屋・落合・文新田全区・いずみ全区・あおば全区・金沢全区・柳沢全区

９月１４日（月）
９月２８日（月） 火・金曜日 木曜日

■…町関係　□…教育委員会関係　◆…保健関係　★…子育て支援センター関係
●…なかやま健幸くらぶ関係　○…その他
　　　 …スマホよろず相談所（旧情報・物産館まるっとにて午後１時～２時、予約不要）スマホ




